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本シンポジウムでは、全国の大学が日頃実践している支援の取り組みを発表し、参加者の投票によ

って優れた取り組みを表彰するコンテスト企画を設けました。会場には、教職員・学生・支援者など

１２団体の応募者が力を入れて作成したポスター１４点が並んでいます。また、PR・啓発グッズ部門

には５団体からの応募があり、マニュアルなどを展示しております。 

ぜひ、内容をご覧いただき、「この取り組みは参考になる！」と思った発表に投票してください。 

２階 一橋記念講堂前ロビーにて   

12：00～14:00 （担当者説明時間 12：30～13:45） 

札幌学院大学バリアフリー委員会／札幌学院大学電子計算機センターサポートデスク／宮城教育大学

しょうがい学生支援室／東北福祉大学障がい学生サポートチーム テイク☆テイク／森田貴之（群馬

大学教育学部）／日本工業大学／千葉大学ノートテイク会／早稲田大学障がい学生支援室／日本社会

事業大学障がい学生支援組織 CSSO／フェリス女学院大学バリアフリー推進室／湘南工科大学／愛知

教育大学情報保障学生団体「てくてく」／佛教大学／愛媛大学 CBP・バリアフリー推進室 

※コンテスト会場では聴覚障害学生支援機器の展示も行っております。是非ご覧下さい。 

（FM 補聴器・デジタル補聴器・IPtalk 連係入力体験・等） 

投票用紙は１人２枚

名札の中に 

入っています 

★みなさんの名札の中に投票用紙（2 枚）が入っています。会場

でポスターをご覧いただき、これは良い！と思った発表２つに投

票して下さい。投票箱は各ポスターの前に設置しています。 

★本コンテストでは、組織の大きさや完成度ではなく、次のような観

点から投票をお願いします。 

・こんな取り組みを実現したかった！ 

・ぜひ真似したいアイディアだ！ 

・今後の発展が楽しみな内容だ！ 

・日頃の努力が伝わってくる！ 

★発表いただいた各団体には、以下の賞を用意しています。 

PEPNet-Japan 賞 

準 PEPNet-Japan 賞 

・アイディア賞 

Good プレゼンテーション賞 

・ＰＲ・啓発グッズ部門賞 

・奨励賞 

 

 

 

 

 

 ・

 ・

 

 ・

 

 

投票箱 

※会場内の手話通訳者は 

緑色の腕章を付けています。

参考になる 

取り組みに 

投票 
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全体会 
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【パネルディスカッション】 

     

  

①聴覚障害者が社会生活・就労で必要となるスキル 

②一般的なキャリアサポートとの関係性 

③聴覚障害学生のエンパワメントプログラム 

 

企画趣旨 

近年、高等教育機関では、聴覚障害学生支援の取り組みが広まってきており、大学での支

援体制作りや情報保障支援の具体的な技術などのノウハウの蓄積もみられるようになった。 

 しかし、以前に比べより十分な教育を受けられる環境が整備されつつあるにも関わらず、コ

ミュニケーションや人間関係などから、卒業後の社会生活、就労につまずいてしまうケースも

少なくない。その問題には、聴覚障害者としてのニーズを社会にどう伝え、どう社会を動かし

ていくかという、アドボカシースキルが大きく関わっている。 

そのためには、在学期間中に十分な教育環境を保障するだけでなく、卒業後も見据えた教

育的な関わりが必要であるといえよう。聴覚障害学生が十分に社会で力を発揮できるまでに

成長するためには、さらなる教育環境の整備が望まれる。 

そこで今回は、「聴覚障害学生の主体性」をキーワードに、聴覚障害当事者、教育者など

の立場から経験、事例をお話しいただき、聴覚障害者として必要なスキル、また、それらを身

につける・つけさせるために必要な教育環境を考えていきたい。聴覚障害学生は、卒業後に

社会からどのようなスキルを要求され、また、それらをどう身につける・つけさせる必要がある

か、特に教育的な側面から検討していくことが急務である。 

また、フロアとのディスカッションも交えながら、聴覚障害学生のエンパワメントプログラムを

構想していければと考える。 

 

「聴覚障害学生の主体性を引き出す環境作り 

    ～社会生活・就労を見据えたエンパワメント～」 

司 会： 白澤麻弓氏（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター） 

   

パネリスト：「卒業後の社会生活・就労で求められるスキル 

～就労・女性団体活動の経験を通して～」 

長野留美子氏（関東聴覚障害学生サポートセンター） 

    「誰もが学びやすい修学環境を～広島大学の取組み～」 

山本幹雄氏（広島大学 アクセシビリティセンター） 

「大学のキャリア支援」 

平尾智隆氏（愛媛大学 教育・学生支援機構） 

     「就労レディネスとエンパワーメント」 

石原保志氏（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター） 

 

討論の柱 
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話題提供

～就労・女性団体活動の経験を通して～」 

関東聴覚障害学生サポートセンター 長野留美子氏 

 

「卒業後の社会生活・就労で求められるスキル 
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話題提供「誰もが学びやすい修学環境を～広島大学の取組み～」 

広島大学 アクセシビリティセンター 山本幹雄氏 
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話題提供「大学のキャリア支援」 

愛媛大学 教育・学生支援機構 平尾智隆氏

→拡大図 P70 
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スライド 5 拡大図
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話題提供「就労レディネスとエンパワーメント」 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 石原保志氏 

 

１．高等教育機関を卒業した聴覚障害者の就労の実態 

１）転職を考えた理由（一般の調査との比較） 

0  20  40  60 

障害に対する配慮が不十分

無回答

その他

個人的な事情（結婚、育児・介護、家業…

休日がとれない

仕事量が多い

労働時間が長い

会社の安定性や将来性

自分のキャリアや将来性

職場や人間関係（セクハラ・パワハラ等…

賃金が低い

仕事の内容（仕事が面白くない等）

回答者数（％）

一般

技短

 
 ２）在学生へのアドバイス 

常に自分から積極的に話すこと／自分からはたらきかけていく勇気と行動／周りが助け

てくれるのを待つのではなく自分から動く／責任転嫁せず自己責任の心構えを持つ／分

からないことは自分から確認する／自分の障害のことは自分から話す／自分の「聞こえ」

の状態は周囲には理解されにくい→上長に説明 

 

２．聴覚障害者の就労における問題 

１）障害に起因する活動参加の制約 

会議や研修への参加、業務に関わる情報伝達、インフォーマルな情報の共有、職場におけ

るコミュニケーション等 

２）活動制約を規定する要因 

(1) 環境因子：活動制限、参加制約に対する周囲の理解と対応 

コミュニケーション方法、情報保障、等 

(2) 個人因子：聴覚障害者個人の能力、態度 

コミュニケーションスキル、リテラシー、社会常識・マナー、障害啓発能力、業

務内容に関する知識、技能 
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３．エンパワーメントの基盤 

直接的体験・間接的体験 

目標設定と意志決定 

努力体験、失敗体験、成功体験、克服体験 

体験を通した自信と自己肯定感 

自己の将来像、モチベーション 

 

 

４．青年期における就労を意識したエンパワーメント、セルフアドボカシーに関わる指導 

１）個人的体験の共有（間接的体験） 

障害学（各人の体験の発表と類似体験の交換） 

２）障害についての知識 

 障害学（生理、病理、法律、福祉、教育、歴史、社会） 

３）障害補償についての知識 

 情報保障のある講義、講演への参加／障害学（情報保障方法、障害補償機器） 

４）困難が出現する状況についての知識 

職場実習／卒業生等の体験談／障害学（就労調査、相談事例） 

５）自己のコミュニケーション特性の理解 

模擬面接（親密度の低い人物との対話）／各種検査／個別コミュニケーション指導（ト

ラッキング法） 

６）困難への対処についての知識、技術、態度 

卒業生等の体験談／障害学（就労調査、相談事例）／個別コミュニケーション指導（面

接指導） 

７）就職活動、職場適応に関する知識 

  就職セミナー／障害学（卒業生等の体験談）  

依存的心理状態からの脱却 
自己および社会の客観的認識 
障害認識 

就労レディネス 
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参考資料 
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やってみよう！ パソコンノートテイク
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日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）事務局 
〒305-8520 茨城県つくば市天久保 4-3-15 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター  

URL http://www.pepnet-j.org   TEL/FAX 029-858-9438   E-mail pepj-info@pepnet-j.org 

担 当： 白澤麻弓 （筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター准教授） 

 

※本事業は、文部科学省特別教育研究経費による拠点形成プロジェクト（筑波技術大学）の活動の一部です。 

 
代 表 

村上芳則 筑波技術大学・学長  

 
運営委員（○は運営委員長） 

○石原保志 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・教授 

新國三千代  札幌学院大学バリアフリー委員会（人文学部）・教授 

松﨑 丈 宮城教育大学教育学部・准教授 

高橋明美   みやぎ DSC・スタッフ 

及川 力 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・センター長 

白澤麻弓 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授 

倉谷慶子 関東聴覚障害学生サポートセンター・コーディネーター 

廣瀬洋子 放送大学 ICT 活用・遠隔教育センター・教授 

金澤貴之 群馬大学教育学部・准教授 

岩井 宏 静岡福祉大学社会福祉学部・講師 

岩田吉生 愛知教育大学教育学部・准教授 

藤井克美 日本福祉大学社会福祉学部・教授 

西村 卓 同志社大学学生支援センター・所長 

青野 透 金沢大学大学教育開発・支援センター・センター長 

林田真志 広島大学大学院教育学研究科・講師 

高橋信雄 愛媛大学教育学部・教授 

太田富雄 福岡教育大学附属特別支援教育センター・教授              
事務局員（○は事務局長） 

○白澤麻弓 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授  

柴 正彦 筑波技術大学総務課・課長 

白澤麻弓 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授  

小林正幸  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・教授  

長南浩人 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授  

三好茂樹 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授  

河野純大 筑波技術大学産業技術学部産業情報学科・准教授 

第 1 回関係者会議 アメリカ視察報告会 第 1 回アメリカ視察 シンポジウムの開催 



 
 

設置形態 私立大学 

学生数 ４，４６５人 

 
所在地 〒０６９－８５５５ 

北海道江別市文京台１１番地 

●支援組織名称 札幌学院大学バリアフリー委員会 

         http://www.sgu.ac.jp/bfc/ 

●スタッフ 教職員 14 名、学生スタッフ 120 名 
 

学部生 10 名 
聴覚障害学生 

10名(内7名支

援希望) 院生 0 名 

視覚障害学生 1 名 

肢体障害学生 8 名（聴覚・視覚障害の重複 1名） 

学内支援体制 

2001 年教職員および学生によりバリアフリー委員会発

足。2002 年度から障がい学生支援に関わる諸経費を大学

予算で対応。現在、全学的組織である「障がい学生支援連

絡会議」の下にバリアフリー委員会が置かれている。 

提供しているサービス 
ノートテイク、パソコン要約筆記

(IPtalk 使用)、手話通訳（補助的）

学部生 7 名 
利用者数 7 名 

院生 0 名 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ノートテイカー数 
09 年度：前期実数 45 名（ノート 21

名、PC 15 名、ノートと PC 9 名） 

サービス提供時間数 

09 年度前期→週 61科目（NT 35 科目,

PC 26 科目） 

（08年度前･後期合わせて 120科目）

報酬および経費 770 円／時間 

募集方法 掲示板、HP に募集ポスターを掲示、

情報ポータルで募集のお知らせ、新

年度のガイダンス時にバリアフリー

委員会の学生達が手分けして全学部

学科に募集説明、活動説明会の開催

コーディネート方法 バリアフリー委員会テイク統括部が

行う。 

養成方法 年間を通して毎週 1 回程度テイク講

習会を実施。新学期２ヶ月間は、毎

週数回実施。先輩学生が講師を務め

る。先輩学生や被テイカーも助言者

として参加する。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 

先輩学生が後輩学生を育てながら相

互に育ち合っている。 

学部生 0 名 

利用者数 0 名  
院生 0 名 

手話通訳者数 0 名 

サービス提供時間数 ノートや PC テイクの補助で使用 

報酬および経費 770 円／時間 

募集方法 手話通訳のみの募集はしていない。

コーディネート方法 バリアフリー委員会テイク統括部

が聴覚障がい学生の希望を聞いて、

配置する。これまではゼミや学外な

どの実習で要望があった。 

養成方法 手話学習会を毎週１回実施。 

本学手話通訳の特徴 テイクの補助手段およびテイカー

と被テイカーとのコミュニケーシ

ョン手段として使用。 

札幌学院大学 

ノートテイク・パソコン要約筆記 手話通訳 

学生・教職員の協働により委員会を

運営している。障がいを抱える学生と支援学

生が主体的に企画・運営を担う。 

Check!

札幌学院大学バリアフリー委員会では、講義保障のスキルを高

めるテイク講習会・手話勉強会の他に、障がい学生支援について

様々な角度から学ぶ取り組みも学生が中心になって行っていま

す。学外から講師を招いて開催する各種講演会がそうですが、地

味ながらももう一つ学生たち自身の力を養っているのが、18:30

から定期的に開催している「みんなでしゃべり場」というディス

カッションの場です。例

えば、「聴覚障がい者が

駅、病院、停電の時に困

ること、その時私達にで

きる事、設備などの改善」

など講義保障以外のこと

についても、自分たちの

視点で学び合っていま

す。 

みんなでしゃべり場 サービス向上を目指して 

ノートとパソコン要約筆記のテイカー養成講座を先輩が

講師となって実施している。数名の先輩や被テイカー達も

補助者として参加し、後輩のテイクの内容を個別にチェッ

クしたり、助言している。また、先輩達が作成したテキス

トを引き継いで改訂しながら継続的にテイカー養成の向

上を図っている。これらはすべてボランティアである。今

後の課題は、テイカーの講師や補助者を育てるプログラム

を充実させること、講座運営に携わる学生達への相応の待

遇を検討することである。 

問い合わせ先 大学：教務課 教務事務部長  

電話 011-386-8111／FAX011-386-8111 

学生組織：sgu_bfc＠sgu.ac.jp 

参考資料 

札幌学院大学バリアフリー委員会のホームページ

（http://www.sgu.ac.jp/bfc/）に活動内容を全て掲載。

札幌学院大学バリアフリー委員会のホームページ

（http://www.sgu.ac.jp/bfc/）に活動内容を掲載。 

参考資料 
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設置形態 国立大学法人宮城教育大学 

学生数 １，７０７人 

 所在地 〒９８０－０８４５ 

宮城県仙台市青葉区荒巻字 

青葉１４９番地 

●支援組織名称 宮城教育大学 しょうがい学生支援室 

●スタッフ 教員１２名、学生スタッフ約９０名 
 

学部生 １，５７３名
聴覚障害学生 ８名  

院生 １３０名

視覚障害学生 １名 

肢体障害学生 ２名 

学内支援組織図 
支援室―――――――――――専門部会 

室長            聴覚障害部会 
（学務担当副学長）     視覚障害部会 
室員            運動障害部会 
（教授会構成員より若干名） 
職員（コーディネーター） 
（必要に応じて配置：現在は３名） 

宮城教育大学 

 
 
 
 
 
 

 
本学は、特別支援教育全領域をカバーできる専門教員が揃っており、 

その専門的人的資源を最大限に活用するために「しょうがい学生支援 

室」を設立して、障害学生支援体制の充実化を図っている。 

本年度は、平成１９年度学生支援ＧＰ「障害学生も共に学べる総合的 

学生支援」で、１）学生教育研修事業、２）障害学生支援技術開発促進事業の２つを実施して３年目を迎える。この成果は、

上記の情報保障の取り組みにもあらわれている。ただし、周囲の一方的な支援構築に終始しないように、まず聴覚障害学生の

ニーズを教育的な観点から評価し、求められる支援技術や対応方法を講じることを出発点とし、そのために聴覚障害専門教員

とコーディネーターが随時協議して聴覚障害学生一人ひとりの問題状況の把握と支援の方針を共通確認して実施している。 

一人一人にあった支援体制の構築を 問い合わせ先 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室  松﨑 丈 

e-mail  joemk@staff.miyakyo-u.ac.jp 
しょうがい学生支援室（３号館２階南側） 

利用者数 ７名  支援者数 ８９名（ＮＴ８９名／ＰＣ３０名／音声認識２３名） 

サービス提供時間数 週５４コマ 報酬および経費 ９００円／時間（教育実習のみ) 

募集方法 
掲示板に募集ポスターを掲示、募集用リーフレット配布（展示スペースで配布あり）、学内行事における

ＰＲ映像の放映 

コーディネート方法 
コーディネーター３名（教務補佐員）が連絡調整する。聴覚障害学生及び学生ノートテイカーの助言・

指導を担当する経験の長い学生と連携を図って適切なコーディネートを行っている。 

養成方法 初心者対象、経験者対象の研修会を毎月２回ほど実施。支援室担当教員も研修に助言・協力している。

本学ノートテイク・パソコン

ノートテイクの特徴 

本学の障害学生支援を、特別支援教育における障害児・者支援の実践に必要不可欠な知識と実行

力の養成として位置づけて活動している点。教室でビデオやスライドの使用がある場合はマルチ

ディスプレイシステムを使って１つのスクリーン上に複数の画像を投影している。 

 

利用者数 ６名 

手話通訳者数 ２～６名（地域通訳者のみ） 

サービス提供時間数 
オリエンテーション、論文発表会等

単発的支援のみ 

報酬および経費 外部派遣機関の規定による 

募集方法 

みやぎ通訳派遣センターに依頼。で

きる限り本学への派遣実績のある

通訳者を派遣するよう依頼。 

コーディネート方法 

発表会等の日程が決定後、担当の各

主幹から派遣依頼。障害グループ担

当教員が依頼方法について助言。 

養成方法 

担当教員と一緒に事前検討会及び

事後反省会。今後は、手話通訳も兼

ねるしょうがい学生支援コーディ

ネーターと共に通訳の様子を記録

し評価を行うことが課題。 

本学手話通訳の特徴 
教員・学生も手話通訳者が通訳しや

すい環境整備に協力している点。 

ノートテイク・パソコンノートテイク・音声認識通訳 

手話通訳 聴覚補償 

利用者数 １名  

サービス提供時間数 週２コマ 

補償方法 

①赤外線補聴システム 

（赤外線ラジエーター《リオン》）

②電波を使った補聴システム 

（パナガイド《Panasonic》） 

補償方法の選択 

講義室の状況、講義の形態、個々の

使用している補聴器の種類などに

よって補償を行う。集団討論に対応

可能なシステムも構築した。 

本学聴覚補聴の特徴 
比較的多くの種類の補償方法の中

から最適な方法を選択できる点。 

 しょうがい学生支援室という専門

部署を中心とした全学的な支援体制の拡充 

Check!
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形態 任意団体 

 
所在地 

〒９８１－０９０８ 

 仙台市青葉区東照宮１丁目 

１７－１－１１６ 高橋方 

ＦＡＸ ０２２－２３３－９５７１ 

代表 １名 

事務局 

みやぎＤＳＣ 
（Deaf Support[Students] Center） 

３名 

相談事業 ４名 

普及・啓発事業 ４名 

養成・研修事業 ４名 

●創 設  ２００３年４月１日 

●代 表  松崎 丈 

●ＵＲＬ  http://blogs.yahoo.co.jp/jyohosaposen 

運
営
ス
タ
ッ
フ 

１４名 

(兼務 

あり) 

ネットワーキング事業 ４名 

  
    

  
    

相談事業 

教職員及び聴覚障害学生対象の相談

及びその保護者、関係者等の総合的

な相談を行う。 

養成・研修事業 

聴覚障害学生・支援者・教職員そ

れぞれの対象者に合わせた養

成・研修を行う。 

普及・啓発事業 

教育機関や地域に向けた聴覚障害学

生支援に関わる広報活動及び啓発行

事の開催。対象者の幅を広げ、中高

生・保護者等広範囲を対象とする。 

ネット 

ワーキング事業 

聴覚障害学生支援関係の団体と

の情報交換・課題の共有・ノウハ

ウの提供を行う。 

    

前年度までの実績 

（２００３～２００８） 

１．大学等のコンサルティング（大学９校、高校２校、専門学校等数校） 

 尚絅学院大学・仙台白百合女子大学・聖和学園短期大学・仙台大学・東北学院大学・東北工業

大学・東北生活文化大学・東北福祉大学・東北文化学園大学・仙台白百合学園高等学校、宮城

県宮城野高等学校、各種専門学校他 

２．ノートテイク研修講師・通訳スタッフ派遣（大学１１校、高校２校、専門学校等数校） 

 尚絅学院大学・仙台白百合女子大学・聖和学園短期大学・東北学院大学・仙台大学・東北文化

学園大学・東北工業大学・東北生活文化大学・東北福祉大学・東北大学・宮城教育大学・仙台白

百合学園高等学校、宮城県宮城野高等学校、各種専門学校他 

３．助成事業実績 

宮城県青少年課青年団体育成推進事業助成事業（１件）、日本財団助成事業（１件）、 

倶進会助成事業（１件）、コープほっとわ～く基金事業（２件） 

事業内容・実績 

 

大学への専門的支援の拠点として 

問い合わせ先：所在地参照 

 
Check!

学生、大学、関係機関、地域との 

つながりを活かした支援がウリ！ 
 

宮城県内の中・高等教育機関で学ぶ、聞こえな

い・聞こえにくい学生（聴覚障害学生）と中・高

等教育機関を支援する専門的組織として、2003

年 4 月 1 日に「宮城県・仙台市聴覚障害学生情

報保障支援センター」として設立されました。 

２００９年度より、団体名を『みやぎ DSC』と

変更し、宮城を活動の拠点に東北地方における

中・高等教育機関に所属する聴覚障害学生・支援

学生・教職員に対して多角的な支援を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（みやぎＤＳＣパンフレットより）
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形 態 任意団体 

 
所在地 

事務所を持たず、コーディネートやコ

ンサルタントのノウハウを持ったスタ

ッフのネットワークによって運営。 

●創 設  1984 年（創設当初は関東学生情報保障者派遣委員会） 

●ＵＲＬ http://kantou-saposen.main.jp/ 

 
 
 

 
 
 

運営スタッフ 13 名 

会計、広報、相談、 

養成、コーディネーター 

 

相談事業１ 

聴覚障害学生本人及び、支援に当たる

大学担当者に対し、相談及び情報提供を

行う。 

年間相談件数は 30～70 件。通訳の利用

や養成講座、サポート全般についての情

報を求めるものが約 70％を占める。 

相談事業２ 

(ろう学生相談員) 

聴覚障害学生からの相談に対しては、

サポートサービスを利用した経験の深い

ろう者スタッフが対応し、心理面のサポ

ートや情報提供に当たる。 

養成事業 

大学からの依頼に応じてノートテイカ

ー養成講座を開催する。事前打ち合わせ、

カリキュラム構成、養成後のフォローア

ップも含めてサポートし、3年後には大学

独自で養成が担える体制作りを目指す。

年間 5～10 件実施。 

通訳者の 

紹介・斡旋 

 大学の支援の一環として依頼に応じて

手話通訳者、ノートテイカー等の紹介、

斡旋を行う。 

また、地域資源の活用などについてア

ドバイスを行う。 

研修・講師派遣 

事業 

 地域のサークルや大学等の依頼に応じ

て研修会等へ講師を派遣する。 

2006 年度以降は大学職員向けの研修も

実施。 

普及・啓発事業 

「聴覚障害者と高等教育」フォーラム

の開催や関連誌への寄稿を通して、聴

覚障害学生支援の必要性や現状と課

題を発信してきた。 

2006 年度以降は企業向け啓発研修

の依頼も受けて実施。 

ネットワーキング

事業 

学生当事者団体や地域の要約筆

記・手話通訳グループ、通訳派遣機関

等との連携や情報交換を行う。 

「聴覚障害者と高

等教育」フォーラ

ムの開催 

1997 年より年 1回、聴覚障害学生支

援の先進的な事例紹介や情報交換な

どを通し、高等教育の将来像を模索す

るフォーラムを開催。 

2006 年に開催した第 9回では、全国

から約 60 名の参加があり、分科会形

式で議論を深めた。 

研修会の開催 

フォーラムでの議論をより深め、関

係者どうしのネットワーク作りを促

進することを目指し、ニーズに応じた

テーマを設定して、聴覚障害学生対

象、教職員対象、通訳者対象の小研修

会を開催した。教職員向け研修会で

は、専任コーディネーターの講演や、

ノートテイク講座の見学会を実施し

た。 

2007 年度以降は、聴覚障害学生自身

の活動に対する支援に力を入れ、学生

団体と共同で企画・運営する研修会な

どを運営している。 

事業内容・実績 

関東聴覚障害学生
サポートセンター 

長期的な視野で、できることから支援体制づくりを
 聴覚障害学生の入試相談と同時に、支援の必要性に気づいて何らかの対応を取る大学が増えてきている。その一方で、支援方法

についての情報が得られず、数少ない他大学の事例などを参考に手探りで支援を開始する大学も少なくない。 

サポートセンターでは、入学した聴覚障害学生が卒業するまでの 4 年間、あるいはその後も長く安定した支援を提供できる体制

となるよう、長期的な視野に立ち、その大学に合った方法で少しずつ体制を充実させていくための情報提供や研修活動を行ってい

る。今は、一つひとつの大学が支援の経験を培っていくための支援を提供しているが、今後は、大学どうしの協力関係を活用して、

より円滑で充実した支援の提供につなげるため、大学間ネットワークづくりを目指したい。 

問い合わせ先 

事務局 連絡先 E-mail 上記ＵＲＬお問い合わせフォーム

よりお問い合わせください 

参考資料 

◇吉川あゆみ・太田晴康・広田典子・白澤麻弓（2001） 

「大学ノートテイク入門」人間社 

◇斉藤佐和監修 白澤麻弓・徳田克己（2002） 

「聴覚障害学生サポートガイドブック」日本医療企画 

◇吉川あゆみ他（2007） 

 「大学ノートテイク支援ハンドブック」人間社 

＜教職員研修会の様子＞ 
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設置形態 国立大学法人 

学生数 約 6800 人（学部･専攻科･大学院を含む）

 

所在地 

〒371－8510 

群馬県前橋市荒牧町四丁目 2番地 

●支援組織名称 学務部学生支援課 障害学生支援室 

●スタッフ 職員 4名 

学部生 5 名 
聴覚障害学生 7 名  

その他 専攻科 1名 院生１名

視覚障害学生 0 名 

学内支援体制 

・平成 17 年 6 月 10 日に「群馬大学障害学生修学支援実施

要項」を制定。障害学生への支援を全学部で統一的に行う

ため，支援の基準を統一化し，全学の予算で対応。 

・現在は障害学生支援室職員がコーディネートを行い，各

学部と連携して対応している。 

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコン要約筆記

学部生 5 名 
利用者数 7 名  

その他 2 名 

ノートテイカー数 登録テイカー72 名 

  

  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

サービス提供時間数 

聴覚障害学生が希望するすべての授

業（ゼミや，就職ガイダンスなどの

大学が実施する各種講座も含む） 

報酬および経費 800 円／時間（1コマ 1,200 円） 

募集方法 

掲示板に募集ポスターを掲示。オリエン

テーション等でのチラシ配布や呼び掛

け。定期的な講習会の実施。聴覚障害学

生自身の呼び掛け。 

コーディネート方法 

コーディネートは障害学生支援室職員。

基本的に，テイクは登録学生テイカーが

有償で行う。テイカーにはメーリングリ

ストで情報保障の必要な日時等の情報を

流し，条件にあったテイカーを配置（基

本的に半期固定）。テイカー自身の履修講

義と重ならないよう調整する。1講義（90

分）に 2 名配置。 

養成方法 
登録時に講習会 1.5 時間を行う。障害学

生支援室職員が講師となり，実践練習を

中心に行う。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 

PC テイクは PC 連係入力ソフト（IPTalk）

による 2 名連係入力。ゼミ形式の授業で

は教員や他の学生も字幕を確認できるよ

う，モニタやスクリーンを使用。講義以

外の実習等，学外での情報保障も行う。

学部生 0 名 
利用者数 1 名  

その他 専攻科 1名

手話通訳者数 4 名 

サービス提供時間数 

聴覚障害学生が希望するすべての

授業（ゼミや，就職ガイダンスなど

の大学が実施する各種講座も含む）

報酬および経費 職員のため，給与として支給 

募集方法 
職員で対応できない場合は，群馬県認定

手話通訳者協会と全国手話通訳問題研

究会群馬県支部に紹介を依頼。 

コーディネート方法 
障害学生支援室の職員がコーディネー

トを行う。1講義（90 分）に 2名配置。

養成方法 

講義で通訳をしている様子をビデオ収

録し，それをもとに聴覚障害学生を交え

た反省会を行うことで技術向上に努め

ている。 

本学手話通訳の特徴 職員が手話通訳業務を担う。 

ノートテイク・パソコン要約筆記 手話通訳 

群馬大学 

＜その他＞ 

FM 補聴器や iPhone を利用した字幕呈示システムなど、障害の

程度や環境に応じた学生のニーズに対応する情報保障を行っ

ている。 

 

ガイダンスや事務手続き等、講義以外の大学生

活に関わることについても情報を保障。全学的な統一基準

により，どの学部でも質の高い支援体制が可能。 

Check!

サービス向上を目指して 

学生のテイカーは卒業し入れ替わってしまうので、新規のテイカ

ーの募集にも力を入れている。その際、学生の協力を得て勧誘・紹

介をしてもらうなど、学生同士のつながりも大切にしている。 

ノートテイク、パソコン要約筆記、手話通訳いずれにおいても、

技術向上のため、研修会を頻繁に開催することが課題である。 

情報保障の充実に向けて 
 

＜ノートテイク・パソコン要約筆記＞ 

年度初めの説明会やテイク養成講座には、聴覚障害学

生にも参加してもらい、情報保障への相互理解を深めて

いる。 

 
問い合わせ先 

学務部学生支援課 

（電話 027-220-7136 / FAX 027-220-7620） 

障害学生支援室  

（電話＆FAX 027-220-7114） 

＜手話通訳＞  

講義終了後に毎回、聴覚障害学生を交えて反省会を行

い、専門用語の決定・確認など、大学講義特有の通訳方

法を検討し、技術向上に努めている。 
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注：個々の障害形態と学生数についてはﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護のため原則として公表していません。 

 

設置形態 私立大学 

学生数 980 人 (2009 年 9 月 30 日現在定員) 

 
所在地 〒425-8611 

静岡県焼津市本中根 549 番１ 

● 支援組織名称 静岡福祉大学学生総合支援センター内 

障害学生支援室 

●スタッフ 教員 6名、職員 1名 
 

学部生 (注) 
聴覚障害学生 (注) 

院生  

視覚障害学生 (注) 

肢体障害学生 (注) 

学内支援組織図 学生総合支援センター内 

障害学生支援室(各学科教員及び職員より構成) 

提供しているサービス 

◎ノートテイク(手書き) 

◎ポイントテイク(手書き)※ 

◎パソコンノートテイク 

学部生 (注) 
利用者数 (注)  

院生  

 
※ポイントテイクとは、聴覚障害以外の障害学生を対象に、板書の筆写、重点項目の筆記等、授業で伝達される情報の

うち、ポイントに絞ったノート記録を指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノートテイカー数 21 名（NT 17 名／PC 4 名） 

サービス提供時間数 週 51 コマ 

報酬および経費 1,000 円／時間（＋交通実費) 

募集方法 
学内外の掲示板にノートテイカー募

集案内を掲示。 

コーディネート方法 
学生教務課職員が連絡調整を担当

し、障害学生支援室が協力。 

養成方法 

「パソコンノートテイクの技法」(半

期 2単位)を開講するほか、本学教員

主宰のノートテイク勉強会を開催。

本学ノートテイク・パ

ソコンノートテイクの

特徴 

・本学教員が監修した専用ソフト「ま

あちゃん」を活用。 

・聴覚障害学生にとどまらず視覚障

害、肢体不自由学生等も利用する。

学部生 (注) 

利用者数 (注)  
院生  

手話通訳者数 
地域の公的派遣制度(公費派遣と本

学費用負担派遣を併用)を活用 

サービス提供時間数 週 1～9コマ(週によって異なる) 

報酬および経費 (公的派遣基準) 

募集方法 
市(本人が申込)及び県(大学が申

込)に依頼。 

コーディネート方法 
学生本人、学生課職員、障害学生支

援室長が公的派遣機関に依頼。 

養成方法 (手話通訳の養成はしていない) 

本学手話通訳の特徴 

聴覚障害学生の要望に添って、ノー

トテイクと手話通訳を使い分けて

いる。とくに手話を母語とする「ろ

う学生」の場合、利用を認めるよう

本学としても努力している。また演

習等、授業形態を勘案し、手話通訳

を活用している。 

静岡福祉大学 
静岡福祉大学短期大学部

ノートテイク(手書き)・パソコンノートテイク 手話通訳 

障害学生支援室では、「障害のあるなしにかかわらず、ともに社会参加できる」教育環境を実現するための役

割を担います。そうした環境を通じて私たちは、学生が本校を卒業したとき自らに必要な支援とは何か、第三

者に説明し、主体的に最適な環境を作り上げていくことができるような方向を目指します。当事者によるセル

フマネージメントの力をつけること、それは本学が掲げる「福祉力」の向上にもつながります。 

Check!

文部科学省科学研究費(基盤研究Ｂ)を活用し、2009 年度から

2013 年度の 5 か年を通じ、「高等教育機関における障害学生『情

報コミュニケーション』支援システムの構築」(研究代表者：太

田教授)を研究課題として実施中である。支援方法であるノート

テイクを聴覚障害にとどまらず、視覚障害、肢体不自由を含む障

害学生の情報バリアフリーシステムとして位置づけ、障害種別を

超えた総合的な支援を模索している。 

 

文部科学省科学研究費補助金を

活用した支援の構築を計画中 

サービス向上を目指して：ノートテイクとは、教育

機関において、教育の目標に到達する機会をすべての生徒

および学生に対し保障する「合理的な配慮」の一つであり、

障害のあるなしにかかわらず、すべての生徒および学生の

学習ニーズを公平に充足する方法として位置づけられ、主

に聴覚に障害のある生徒および学生を対象とした、音声情

報を文字情報に変換し、学習権ならびに情報アクセス権を

保障する目的で提供されるところの個別の対人サービス

である。(太田) 

問い合わせ先：静岡福祉大学 事務部入試広報室 

参考資料 http://www.suw.ac.jp/ 

E-mail siryo@suw.ac.jp 

TEL054-623-7451 FAX054-623-7453 
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設置形態 国立大学法人 

学生数 4274 名（学部 3900・大学院・340 専攻科 34）

 

所在地 

〒４４８－８４５２ 

愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢１ 

（名鉄本線「知立駅」より名鉄バス 20 分）

●支援組織名称 障害学生支援ワーキンググループ（WG） 

        情報保障支援学生団体「てくてく」・教務課 

●スタッフ   WG 教員５名・「てくてく」スタッフ、教務課職員
 

学部生 ２名 
聴覚障害学生 ２名 

院生 ０名 

視覚障害学生 １名 

肢体障害学生 ０名 

学内支援組織図 

聴覚障害学生 

 ↓ ↑ 

支援学生団体「てくてく」・障害学生支援 WG 教員・教務課

↓ ↑ 

情報保障者、事務職員（教務課・学生課・厚生課・施設課）

提供しているサービス パソコンテイク・ノートテイク

学部生 ２名 
利用者数 ２名 

院生 ０名 

ノートテイカー数 ６９名（実働：４７名） 

サービス提供時間数 週２３コマ（内 NT１コマ） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報酬および経費 

２８００円／１コマ（９０分） 

（支援学生１名につき１４００円支

給。各講義２名配置。) 

募集方法 

（PC）新年度のガイダンス等で、全

学的に有志の学生を募集している。

（NT）専門性を必要とする英語・数

学・理科等の講義は、関係する講座

の教員に専門性の高い学生を推薦・

紹介してもらっている。 

コーディネート方法 

学生コーディネーターが、聴覚障害

学生のニーズを把握し、各種配置、

コーディネート業務を行っている。

養成方法 

学期の始めに、情報保障担当者の説

明会を実施している。また、週２日・

昼休みを利用して、連絡および研修

する場を設けている。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 

携帯連絡システムによる情報交換・

中間・事後報告会等の実施を重ねな

がら、量的・質的向上を図りたい。

学外手話通訳者の派遣 

授業の形態によって、PC ノートテ

イクでは対応が難しい場合は、学外

手話通訳者の派遣を依頼している。

(10000 円／1 コマ（90 分）、通訳者

１名につき5000円支給。2名配置。)

視聴覚教材の字幕作成 

講義で視聴覚教材を使用する場合

は、事前にメディアを借り、字幕付

けの作業を行っている。 

音声認識システムを 

用いた支援学生の負担軽減

市販の音声認識ソフトウェアを、主

に視聴覚教材の文字起こし作業に

利用している。 

式典、各種説明会での 

情報保障 

式典や、大学が主催する講義以外の

各種行事（教務ガイダンス、オープ

ンキャンパスなど）で、主にパソコ

ンノートテイク・手話通訳による情

報保障を行っている。 

無線 LAN を用いた 

離れた場所での情報保障

講義中、支援学生が常に隣にいるこ

とは、聴覚障害学生にとって心理的

な負担となる場合があり、要望があ

れば、教室内の離れた場所で、入力

支援を行う環境を準備している。 

愛知教育大学 

パソコンテイク・ノートテイク その他の支援

学外  学生のノートテイク・パソコンノー

トテイク、学外手話通訳者による情報保障

Check!
 

サービス向上を目指して 

・聴覚障害学生は、特別支援学校教員養成課程に在籍して

いるため、同課程内の聴者の学生の各種支援に関する問題

意識が高いこと等、恵まれた環境にある。 

・情報保障者が担当できる時間帯などに制約があり、一部

の学生に作業が集中するといったことが生じている。 

→課題を整理し、よりよいサービスを目指していきたい。

聴覚障害学生の充実した学生生活の支援 

（１）情報保障学生団体「てくてく」の活動  全学的に約７０

名の学生が支援活動に係わり、聴覚障害学生とともに学内の

支援に関して情報交換・研修を行っている。 

（２）他大学の支援活  東海地区の各大学より要請があれば研

修会を開催し、本学の支援活動のノウハウを紹介している。

（３）様々な聴覚障害学生の支援 
参考資料   「愛知教育大学 障害学生支援ガイド」 
「愛知教育大学 聴覚障害学生の情報保障 教員用ガイドブック」

「愛知教育大学 保障団体『てくてく』 リーフレット」 

１）講義保障 ノートテイク、パソコンテイク、手話通訳によ

る支援が、聴覚障害学生のニーズに応じて実施されている。

２）講義以外の情報保障  入学式・卒業式などの各種行事、

各種実習、ガイダンス時の情報保障も実施している。 

３）教育実習での配慮  聴覚障害学生の小学校教育実習は、

附属小学校又は通常小学校での実習を、県内聾学校の小学部

実習に振り替えることができる。 

問い合わせ先  愛知教育大学 障害児教育講座 

都築 繁幸 e-mail; stsuzuki@auecc.aichi-edu.ac.jp

岩田 吉生 e-mail; yiwata@auecc.aichi-edu.ac.jp 
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設置形態 私立大学 

学生数 5500 人（院生、通信を含むと 12,264 人）

 
所在地 〒470－３２９５ 

愛知県知多郡美浜町奥田 

●支援組織名称 日本福祉大学障害学生支援センター 

URL http://www.n.fukushi.ac.jp/shiencenter/index.htm

● スタッフ センター長１名 センター教員１名、 

専任職員１名、委託職員３名 
 

学部生 ４７名 
聴覚障害学生 ４７名  

院生 ０名 

視覚障害学生 １３名 

肢体障害学生 ５９名   その他２６名 

学内支援組織図 

障害学生支援センターは全学学生支援機構の一機関 

障害学生支援センター運営委員会（各学部の教員、教務・就職

関係職員、学生生活センター職員で構成） 

日本福祉大学

提供しているサービス ■ノートテイク■パソコンテイク 

学部生 ３２名 
利用者数 ３２名  

院生 ０名 

ノートテイカー数 
ノートテイク ９８名  

パソコンテイク ４８名 

サービス提供時間数 テイカー1名あたり週３コマまで 

報酬および経費 ボランティア（奨励金支給） 

募集方法 

入学当初のオリエンテーションやボ

ランテイア論等の講義で聴障学生が

呼びかけ。各自が掲示板に募集ポス

ターを掲示。障害学生支援センター

のボランティア登録者へ依頼。 

コーディネート方法 

聴覚障害学生自身が直接依頼する

か、障害学生支援センターからボラ

ンティア登録者へ依頼する 

養成方法 

ボランティア実践基礎講座（外部講

師）ノートテイカー相談会、ボラン

ティア講座（学生主催）、サークルに

よる練習など。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 

複数の聴覚障害学生が受講している

場合は、OHC を利用。設置は障害学

生支援センターで実施。経験ある学

生と障害学生が学生スタッフとし

て、運営・指導に協力 

障害学生 

支援センターの設置 

学習支援や生活支援の方法は、障害

学生・支援学生・教職員が一緒に考

えます。 

障害学生の生活から、ボランティア

活動支援まで、障害学生支援センタ

ーがさまざまな相談に応じていま

す。 

入学式での 

手話通訳者設置 

入学式、卒業式、全学的な講演会、

受講ガイダンスなどで設置 

磁気ループの敷設 

大講義室の全教室（1～５号館）、 

１１０１教室、文化ホール、図書館

AV ホール、半田キャンパス１０１

教室 

字幕 

講義に利用する VTR について、学生

サークル「くまじ」が字幕デコーダ

ーを利用して字幕を付けている。 

字幕が間に合わない場合には、ボラ

ンティア登録学生が分担して、音声

を文字化し、プリントアウトして障

害学生に渡す 

手話通訳設置研究 
一部のゼミで手話通訳派遣研究を

実施（１９９８年～） 

ノートテイク・パソコン要約筆記 ともに考える支援

支援サークルの活動 

学生が「ともに学び、ともに育つ」 
参考資料 
障害学生＆サポート学生のためのキャンパスガイド、 

障害学生支援センター年報（当センター発行） 

・点訳サークル「にゅーてんてん」…講義資料等の点訳

・音訳サークル「ふきっこ」…資料の音訳、読み聞かせ

・字幕づけ「くまじ」…教材 VTR の字幕づけ 

・パソコンテイク「PCT」…パソコンテイク 

・学生スタッフ…ノートテイク初心者の指導、機材のセ

ッティング、ボランティア講座への協力、ボランティ

ア団体の連携支援 

※聴覚障害者団体や視覚障害者団体も、障害学生支援セ

ンターの事業に協力しています。 

問い合わせ先 
日本福祉大学障害学生支援センター 

TEL: 0569-87-2432   FAX: 0569-87-2239 

Email：support-c@ml.n-fukushi.ac.jp 
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設置形態 私立大学 

学生数 35,600 人 

 
所在地 

（法人本部）

〒604－8520 

京都市中京区西ノ京朱雀 1 

●支援組織名称 立命館大学障害学生支援室 

 

●スタッフ 専門契約職員 2名、学生スタッフ 92 名 
 

学部生 5 名 
聴覚障害学生 5 名  

院生 0 名 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

視覚障害学生 6 名 

肢体障害学生 11 名 

学内支援組織図 

  

提供しているサービス 
ノートテイク、パソコン要約筆記、

手話通訳、ループ使用等 

学部生 2 名 
利用者数 2 名  

院生 0 名 

ノートテイカー数 30 名 

サービス提供時間数 週 15 コマ 

報酬および経費 800 円／時間（1コマあたり 2 時間）

募集方法 

入学時ガイダンスにて説明、入学時

に募集チラシを配布。専門性の高い

授業の場合は教員・学部事務室を通

して募集。最近は人づての紹介が多

く募集はしていない。 

コーディネート・養成

方法 

障害学生支援室にてノートテイク講

習を実施。学部・語学など属性に合

わせてコーディネート。その際、学

生コーディネーターが活躍してい

る。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 

ノート・パソコンテイクだけでなく、

手話、教員の話し方、席の配置、機

器の使用などを組み合わせて、最適

な方法を追求している。 

入学式・卒業式での配慮
希望に従って、手話通訳、車椅子の

誘導、ガイドヘルプなどを配置。 

視覚障害学生の授業支

援 

教材加工、映像解説、代読、代筆、

試験時の点訳・墨訳等 

肢体不自由学生の授業

支援 

ポイントテイク（ノート作成）、介

助、定期試験時の配慮等 

専用パソコン室の設置 

肢体不自由学生用（音声入力ソフ

ト・トラックボールマウス等）、視

覚障害学生用（音声読み上げソフ

ト、点訳ソフト、点字プリンタ、拡

大読書器）の機器を設置、支援室開

室時にいつでも使えるように整備。

休憩室の設置 肢体不自由学生用休憩室（ベッド、

空調、ソファ設置） 

学生ルームの設置 

学生スタッフの活動拠点となる学

生ルームを障害学生支援室横に設

置。障害学生との交流の場としても

活用されている。 

教員への配慮文・手引き

の配布 

授業担当教員に配慮文・手引きを配

布し、随時障害学生支援室にて教員

のサポートを行っている。 

講習会開催 

ガイドヘルプ、音読、テキスト校正、

ノート・PC テイク、介助等の講習

会を年 10 回以上開催。 

ノートテイク・パソコン要約筆記 

立命館大学 

その他の支援 

 

立命館大学では、従来からボランティアとして障害学

生を支援してきた学生と、各種講習会に参加した学生が

中心となって、障害学生の支援を行っています。 

 

特徴としては、学生のコーディネーターが、シフト組み

や障害学生・支援学生のメンター的な役割を担っていま

す。 

 

 彼らの高いモチベーションを、より障害学生の支援

と、学生スタッフ自身の成長につなげることが出来るよ

うな仕組みづくりに取り組んでいます。 

 

学生スタッフ 
取り組み 

★ 各種講習会の実施 

 ガイドヘルプ講座、ノートテイク講座、テキスト校正講

座、映像解説講座など 

 

★ 密な連絡体制 

ミーティング、メーリングリスト 

などで活動状況を把握、連絡体制を 

取っています。

Check! 全学受付窓口の設置 
障害学生・支援学生スタッフ・教員・職員の一貫

受付窓口設置（障害学生支援室） 

参考資料 

障害学生支援ガイド 

ＨＰ  http://www.ritsumei.ac.jp/acd/ac/kyomu/drc/

問い合わせ先 

立命館大学障害学生支援室 

Tel 075-465-1952   Fax 075-465-1982 

E-mail drc@st.ritsumei.ac.jp 
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設置形態 私立大学 

 

所在地 （上ヶ原キャンパス）〒662－8501 

兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

 

（神戸三田キャンパス）〒669－1337 

兵庫県三田市学園 2－1 

● 支援組織名称  ・教務部キャンパス自立支援課 

・障がい学生支援委員会 

●スタッフ コーディネータ２名、スーパーバイザー３名 

       コーディネータ２名を含め、職員は５名 
 

学部生 ８名 
聴覚障害学生 ８名  

院生 ０名 

視覚障害学生 5 名（学部生 4名：重複１名含む 院生：1名）

肢体障害学生 19 名（学部生 14 名、院生 5 名） 

 

＊詳細は PEPNet-Japan ホームページでご覧ください 

関西学院大学 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

提供しているサービス 
■ノートテイク 

■パソコンテイク 

学部生 ４名 
利用者数 ４名  

院生 ０名 

ノートテイカー数 105 名（NT 70 名／PC 35 名） 

サービス提供時間数 週 34 コマ（NT 16 コマ／PC 18 コマ）

報酬および経費 1000 円／時間 

募集方法 

募集ポスター・チラシ・立て看板・

大学の HP により募集。すでに参加

している学生による口コミも活用。

コーディネート方法 

コーディネータが、ノートテイカー

の配置・連絡・調整を担当。ML を活

用し、代理テイカーの確保・連絡等

を行っている。 

養成方法 

ノートテイカー・パソコンテイク養

成講座（6 時間）を前期・後期に実

施。（コーディネータが講師。聴覚

障害学生や先輩テイカーも講師と

して協力）。中間ミーティングで各

授業支援方法を見直し、改善案をそ

の学期に活かす。 

本学ノートテイク・パ

ソコンテイクの特徴 

ノートテイクは主筆と補助に分か

れ交代で行う。補助は A4 半分サイ

ズの用紙を活用し、授業のポイント

や瞬時に伝える必要があることを

書き止め、主筆が書き漏らした点を

補う体制を取っている。パソコンテ

イクは、パソコンテイカー2 人に手

書きサポート1人を加えた3人体制

で実施している。学期末にはアンケ

ートを実施し、毎学期末ごとに意見

交換会の場を持ち、制度運営の見直

しを行う。 

入学式での手話通訳者

設置 

該当者がある場合には実施する。手

話が利用できない場合は、ノートテ

イク／パソコンテイクで対応する。

キャリアガイダンスへ

の手話通訳・ノートテイ

カー・パソコンテイカー

の派遣 

本人からの依頼があった場合は派

遣する。 

磁気ループの敷設 設置している（一部の教室は除く）。

字幕デコーダーの設置 
音声情報の文字起こし、さらに字幕

付けを行っている。 

その他の支援 ノートテイク・パソコンテイク 

２つのキャンパスへの細やかな支援
上ヶ原キャンパス、神戸三田キャンパスにコー

ディネーターが勤務しています。 

 

Check!

問い合わせ先 

教務部キャンパス自立支援課 

上ヶ原キャンパス 

 〒662－8501 兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1－155 

電話：0798－54－7264 FAX 0798-54－7044 

 E-mail:jiritsu-nuc@kwansei.ac.jp 

神戸三田キャンパス 

 〒669－1337 兵庫県三田市学園 2－1 

電話：079－565－7903 FAX 079－565－7929 

参考資料 

 

関西学院大学（教務部キャンパス自立支援課） 

キャンパス自立支援について 

http://www.kwansei.ac.jp/shien/ 
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設置形態 国立大学法人 

学生数 １０３８６名（平成 21 年 5 月 1日現在）

 
所在地 〒９２０－１１９２ 

石川県金沢市角間町 

●支援組織名称 大学教育開発・支援センター 

        http://www.rche-kanazawa-u.jp/ 

●スタッフ 教員５名（専任職員０名） 
 

学部生 ０名 
聴覚障害学生 ０名  

院生 ０名 

視覚障害学生 ０名 

肢体障害学生 ０名 

障害学生支援委員会 

 教育担当副学長（委員長） 

 大学教育開発・支援センター長 

 保健管理センター長 

 学生部担当課長他 

提供しているサービス 
ノートテイク、パソコンノートテイ

ク 

学部生  
利用者数  

院生  

ノートテイカー数  

サービス提供時間数  

報酬および経費 ９００円/時間（学生部予算） 

募集方法 

掲示板に募集ポスターを掲示。学内

ポータルにおける募集。ランチョン

セミナー（昼食時に開催）にて、説

明会。 

コーディネート方法 

共通教育科目（教養科目）に関して

は共通教育学務係が、専門科目に関

しては聴覚障害学生の所属している

学類学務係が担当。 

養成方法 

学外の講師によるノートテイカー養

成講座（障害学生支援委員会主催）

を年度末に開催。支援学生がいる場

合には、前期にも実施。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 

近隣の他大学から依頼を受けて、ノ

ートテイカーによる派遣の実績有り

金沢大学 

大学教育開発・支援センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入学式での手話通訳者

設置 

学外組織に依頼 

 

 

磁気ループの敷設 

 

 

 

字幕デコーダーの設置 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

ノートテイク・パソコン要約筆記 その他の支援

多様な障害に対する、研究に基づく

有効な支援方策を学内外に提言 

Check!

サービス向上を目指して 

支援対象学生がここ４年間入学してこないため、支援の方

法について学生間での継続ができず、コーディネート担当

職員についても移動により、ノウハウの蓄積が期待出来な

いところに問題がある。日本学生支援機構の援助を得て、

大学コンソーシアム石川加盟高等教育機関におけるノー

トテイカープール制度構築の試みを行ったが実現しなか

った。 

トピック 
 センター企画の 1年前期共通教育科目「学生と大学システム」

（自由履修）において、15 回のうち２回、聴覚に障害のある社

会人を手話通訳付きで講師としてお願いしている。授業情報保障

が無かった大学での学生生活を振り返っていただき、聴覚障害学

生にとって、大学での授業は情報保障がなければ、理解は不可能

であることを語ってもらっている。 

 ノートテイカーを、担当時間数に応じて、学長表彰および副学

長表彰の対象者として推薦している。 

 学校教育学類の障害児教育担当教員との連携を図っている。 

 問い合わせ先 

教育支援システム研究部門 担当：青野  

aono@sgkit.ge.kanazawa-u.ac.jp 
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設置形態 国立大学 

学生数 約１５０００人 

所在地 

〒739-8511 

東広島市鏡山一丁目３番２号 

●支援組織名称  アクセシビリティセンター 

 

●スタッフ センター長、教員 2 名、情報支援コーディネータ

ー1名、事務職員 2名、ティーチングアシスタント 4名、学生イ

ンターン 20～30 名 

聴覚障害学生 ５名 

視覚障害学生 ４名 

肢体障害学生 ７名 

その他 ２名 

 

音声認識技術を活用し

た教育支援 

ユニバーサルな教育支援として、音声

認識技術を活用し、音声字幕付教材を

作成（講義音声＋字幕＋プレゼン画

面）。講義終了後、音声字幕付教材を

WEB 配信。 

リアルタイムの情報保障としてリス

ピーク方式を試行中。 

卒業式での手話通訳 必要に応じて実施。 

ビデオ教材の字幕作成

支援 

字幕台本を作成し、事前配布。授業中

は必要に応じてノートテイカーが台

本の進行状況を伝える。教材によって

は動画への字幕付与を行なう。字幕作

成作業は実習生等が行う。 

筆談ボードの設置 各学部の学生窓口に設置。 

障害学生への窓口対応

パンフレットの配布 

各学部の学生窓口、保健管理センタ

ー、図書館の職員へ配布。 

補聴システムの設置 赤外線と有線の補聴システムを活用。

学生情報システム(ホー

ムページ)での情報提供

シラバスに視聴覚教材情報の詳細(ビ

デオ本数、時間)を提示。 

手話講習会・要約筆記講

習会の開催 

毎年、前期と後期に各１回～実施。 

アクセシビリティリー

ダー育成 

アクセシビリティリーダー資格認定

制度を実施。 

学内と地域で、資格取得者のインター

ン制度（ALI）を展開し、支援の充実

を図る。 

募集方法 

教養教育科目「障害学生支援ボラン

ティア実習 A,B」を開講/電子掲示板

にて全学生に募集アナウンスを行う

コーディネート方法 

該当学部にて学生コーディネーター

を選任。 

「障害学生支援ボランティア実習

A,B」およびアクセシビリティセンタ

ーと連携してコーディネート。 

養成方法 

アクセシビリティ支援関連講義（教

養教育３科目）の中で、筆記通訳、

要約筆記の方法を指導。派遣のニー

ズに応じて、ノートテイク講習会を

開催。アクセシビリティセンターで

聴覚障害学生・ノートテイカーの技

術相談・ケアを行う。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 

教養教育科目「障害学生支援ボラン

ティア実習 A,B」履修生（以下、実

習生）は、支援活動に対して単位認

定を、ボランティア登録学生等、実

習生以外の形態で参加する学生に

は、社会貢献活動証明書を発行。 

ノートテイク・パソコン要約筆記 

広島大学 

その他の支援

 

年齢や障害の有無、言語や

文化の違い等の多様性に関

わらず、誰もが製品やサービ

ス、環境や情報の利便性を教

授できる“人に優しい社会”

をリードする人材、“アクセ

シビリティリーダー”を育成

する教育プログラム及び資

格認定制度を推進・展開。 

産学官連携の育成協議会

を設立。 

アクセシビリティリーダー育成
プログラム（H20 教育 GP 採択） 

サービス向上を目指して 

①知る機会、学ぶ機会の拡充 

「オンラインアクセシビリティ講座」の配信 

全学研修会、各種講習会の開催 

②教育・人材育成の一環として、以下の科目を開講 

「障害者支援 ボランティア概論」 

「障害学生支援 ボランティア実習 A、B」 

「環境情報アクセシビリティ研究」 

③ユニバーサルな教育支援方法の開発 

 次世代の教育支援方法を積極的に模索（音声認識活用など）

問い合わせ先 

アクセシビリティセンター 

TEL 082-424-6324, E-mail achu@hiroshima-u.ac.jp 

URL http://www.achu.hiroshima-u.ac.jp/ 

入学前から卒業までの一貫した支援 
全学体制、学生教職員一体型の授業支援 

Check!
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●支援組織名称（スタッフ数） バリアフリー推進室（３） 

教育・学生支援機構 学生支援センター（４） 

障害者修学支援委員会（９） 

障がい学生支援ボランティア（Campus Barrier-free Promote）

（代表者８、登録者７１）

聴覚障がい学生 ４名 

視覚障がい学生 １名 

重複障がい学生 １名（大学院生） 

肢体障がい学生 ２名 

学   
内 

支 

援 

組 

織 

図 

設置形態 国立大学法人 

学生数 9675 人（大学院生・研究生含む）
 

所在地 
〒790－8577 

愛媛県松山市文京町３ 

提供しているサービス 

■ノートテイク 

■板書ノートテイク 

■パソコンノートテイク 

ノートテイカー数 71 名（NT 71 名／PC 16 名） 

サービス提供時間数 １人週 15 コマ程度（NT 15 コマ） 

報酬および経費 900 円／時間（障がい学生支援経費) 

募集方法 
掲示板に募集ポスターを掲示。 

入学式などで、活動紹介。 

コーディネート方法 

バリアフリー推進室の契約職員２名が
支援分担を調整している。利用学生と
テイカーの調整を行う。出来る限り専
門性、経験のある者を配置している。
ノートテイクは１人の利用学生に対し
て２人つく事を原則としているが、一
方を経験者にするなど、配置にはより
よいテイクの提供を心がけている。 

養成方法 

1. 共通教育障害者支援ボランティ
アⅠ講座の集中講義（障害全般の
概論 28 コマ）。 

2. 共通教育障害者支援ボランティ
アⅡ（ノートテイクのスキルアッ
プを目的とした講義１５コマ） 

3. バリアフリー推進室開講基礎講
座（随時開講） 

本学ノートテイク・パソ

コン要約筆記の特徴 

障害者修学支援委員会と CBP による運
営。謝金等の資金提供は大学から提供
している。 

入学式・卒業式の 

情報保障 

パソコン要約筆記と手話通訳を設置

している。 

字幕システム 

日本語及び英語の音声変換システム

を用いて、情報保障に対応できるシス

テムを構築している。 

盲ろう学生への対策 
盲ろう学生向けの電子資料作成を行

っている。 

アカデミックアドバイザー

学外からの専門委員として学生と教

職員の FD を担当し、様々な問題解決

にあたっている。 

スチューデント・キャン

パス・ボランティア（Ｓ

ＣＶ）の協力 

学生ボランティア（SCV）は９つのグ

ループより構成されている。その中の

障がい学生支援ボランティア（CBP）

が情報保障を主な活動を担っている

が、必要に応じて他の団体の協力を得

ている。 

支援機器の貸し出し 

視覚障がい、聴覚障がい、肢体障がい、

広汎性発達障がい等、多様なニーズに

対応する生活支援機器の紹介、貸し出

し、フィッティングを行っている。 

ノートテイク・パソコン要約筆記 その他の支援 

愛媛大学 

学生と教職員によるコラボレーション 
    学生ボランティアの主体的な活動が力に！ 

Check!

●愛媛大学での特色は大学組織である障害者修学支援委員会・バ

リアフリー推進室・学生ボランティア（ＳＣＶの一グループであ

るＣＢＰ）による多方向からなる支援が挙げられる。 

●バリアフリー推進室と CBP 代表者の会議を基に、学生ボランテ

ィアがそれに基づいた活動を展開している。利用学生やノートテ

イカーの意見を大きく反映するとともに、双方の学生の育成に貢

献することを目指している。 

●障害者修学支援委員会メンバーの構成員は、専門教育者を中心

に、関係学部から議題に応じて対応出来るメンバーで構成。 

●非常勤職員が、コーディネーター業務を担当するようになり、

スタッフ学生の負担は軽減された。その分、支援学生に対してノ

ートテイクや手話の技術などスキルアップ体制に力を入れられ

るようになった。 

●学生ボランティアの顧問は教職員とアカデミックアドバイサ

ーが担っている。 

●幅広い障がい学生に対応できる支援システムに向けて学内全

体で取り組みを行っている。 

現状と今後の課題 サービス向上を目指して 

・バリアフリー推進室、教育・学生支援機構、障害者修学

支援委員会、CBP の協力体制をより強固にし、より充実

した支援体制の確立を目指す。 

・利用学生、テイカーの問題点に早急に対応出来るよう、

報告書の提出を義務化し、迅速なフィードバックが行え

るようにする。 

・利用者とテイカー同士の自由な意見交換ができる環境を

提供する。 

参考資料 SCV に関する大学ホームページ 

URL: http://www.ehime-u.ac.jp/SCV/ 

問い合わせ先 

学生支援センター TEL：089-927-8970 

バリアフリー推進室：太田琢磨・村上沙耶佳 

TEL：089-927-8114 FAX：089-927-9171 

E-Mail：bfree@stu.ehime-u.ac.jp  
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設置形態 国立大学法人 

学生数 学部 2866 人、大学院 186 人 

 

所在地 

〒８１１－４１９２ 

福岡県宗像市赤間文教町１－１ 

●支援組織名称 障害のある学生の支援懇談会 

●スタッフ 学生生活課職員 2名、コーディネーター1名(非常勤)
 

学部生 2 名 
聴覚障害学生 2 名  

院生 0 名 

肢体障害学生 1 名 

その他 1 名 

学内支援組織図 

提供しているサービス ノートテイク、パソコン要約筆記 

学部生 2 名 
利用者数 2 名  

院生 0 名 

ノートテイカー数 18 名（NT 名／PC 18 名） 

サービス提供時間数 
週 11 コマ（NT コマ／PC 11 コマ）

2名とも FM 補聴器を装用。 

報酬および経費 ７６０円／時間（共通経費) 

募集方法 掲示板に募集ポスターを掲示。 

コーディネート方法 
学生生活課職員と学生とが連絡調整

を担当。 

養成方法 
ノートテイク講習会 4 時間（2ｈ×2

回）を前期・後期に実施。 

本学ノートテイク・パ

ソコン要約筆記の特徴 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入学式・卒業式での手話

通訳者設置、字幕提示 

有り(手話通訳士の資格を持つ教員

が対応。字幕は学生による支援) 

磁気ループの敷設 なし 

聴力検査、補聴器の調整
言語聴覚士の資格を持つ教員が対

応 

FM 補聴器の貸出 FM 補聴器 4台を準備 

  

  

  

  

ノートテイク・パソコン要約筆記 

福岡教育大学 

その他の支援

1. 最初の支援は昭和 51 年度入学生から 

2.SCS研修を利用して、国内の他機関との情報交換を行ってきた。

http://www.fukuoka-edu.ac.jp/~tomiohta/scsshien.htm 
3.国内外の先進的取り組みを行っている機関を 5 ケ国 20 ケ所以

上訪問し情報収集に努めてきた。FD 報告書として発行 

「高等教育における障害のある学生への支援」(H19,3) など

http://www.fukuoka-edu.ac.jp/~dohira/FD/ 
4. 中学や高校に在籍する聴覚障害児への支援について、福岡高

等聾学校が 2005 年より行っている「聴覚障害学生情報サボー

ト講習会」に実施協力している。今年度は遠隔情報保障(筑波

技術大学の協力による)を使用して熊本聾学校と中継を実施。

5. ノートテイクを学んだ学生が、小学校や中学校の通常学級で

学ぶ難聴児への情報保障にもボランティアで通っている。 

6. 日本学生支援機構の「障害学生修学支援ネットワーク」の拠

点校にも選ばれている。今年度は「実習科目、外国語科目にお

ける聴覚障害学生への支援」についての委託研究で福岡大学と

共同で研究 

7. 筑紫女学園大学、福岡大学の支援学生と合同研修会、合同合

宿を実施。 

トピック サービス向上を目指して 

・授業担当者による視覚的情報や資料の準備がかなりの程

度なされており、ノートテイクというよりも配付資料に補

足説明等を書き込むことが多いが、より理解しやすい提示

法や説明を行えるように FD 研修を実施したい。 

・支援対象の授業の既履修者にノートテイカーになっても

らえるようにし、より容易に内容理解ができるようにした

い。 

・聴覚障害学生への支援と配慮についての解説用 DVD を試

作し 30 人以上の教員に視聴してもらい、効果や問題点を

分析。 

・支援組織や人材を充実させたい 

問い合わせ先 

学生生活課 TEL 0940-35-1250, 特別支援教育センター

太田 tomiohta@fukuoka-edu.ac.jp 

参考資料 

 FD 報告書(H14,H15,H16,H17,H18,H19,H20) 

聴覚障害教育専攻があるため、専門

的知識・技術を持つ学生が多い 

Check!
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１階 

WC

男 

準備
室

入口 EV

分科会 4

特別会議室 
101～103 

受付 

 
 
 

 
 

時 間 内   容 会 場 
10:00～12:00 分科会 ① 「基礎講座 

-１からわかる聴覚障害学生支援入門-」 会議室 201～203 
② 「教職員に対する 

障害学生支援の理解向上のために」 中会議場 1 
③ 「コーディネーターの専門性と身分保障」 中会議場 2 
④ 「支援学生のスキルアップ 

-聴覚障害学生のニーズに応えるために-」 特別会議室 101～103
12:00～14:00 昼食 

 ※ロビー及び一橋記念講堂でのご飲食はできません。 
  分科会各会場をご利用ください。 
  また、建物の外に出られる場合、再入場に本シンポジウムの 

チラシ等が必要になりますのでご注意ください。 

会議室 201、202 
中会議場 1 
中会議場 2 

特別会議室 101～103 
 ランチセッション 

 聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト 
 聴覚障害学生支援に関する機器展示 

2 階ロビー 

14:00～17:00 全体会 
パネルディスカッション 
聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト結果発表 

一橋記念講堂 

会場案内 

WC

女 

２階 

貴賓 

室 

EV

WC女 

WC男 

WC 

男 

WC 

女 

会議室 
201～203 

分科会 1 

全体会  
一橋記念講堂 

ロビー 

ランチセッション

中
会
議
場 
１ 

中
会
議
場
2

分科会 2 分科会 3 
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聴覚障害学生支援に関する
実践事例コンテスト 

発表内容紹介 
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きょうい 

これは聴覚障がいを持つ学生を対象にした支援です。 

講義などで使用される映像教材(1 本、約 10分～30分程度)の音声情報を文字化し 

字幕として挿入・編集することで、音（声）が十分に聞こえないというハンデを持っ

た学生の情報保障を実現しています。 

 

 

私たちサポートデスクは学生で構成された ICT(情報通信技術)サポーターです。 

電子計算機センターにＳＥや職員と常駐し、『パソコンに関する相談』や 

『講義の教材制作』など学生・教員のコンピュータ利用を支援しています。 

サポートデスクの業務内容とは？ 

 情報関連科目受講生のサポート 

 パソコンの環境整備 

 office 利用のレクチャー 

 講義の撮影 

 教材の電子化 

 字幕入り映像教材作成 

学内パソコンの清掃 

字幕についての会議の様子 

勤務中のスタッフ 

講義について教員との会議 

部門 No.４  
札幌学院大学 サポートデスク 

 

 問い合わせ先 

札幌学院大学 電子計算機センター 松本涼子 

〒069-8555 北海道江別市文京台１１番地  ℡011-386-8111(代表)   e-mail matumor@ims.sgu.ac.jp 
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 私たちは字幕入り映像教材を制作していくにあたり、利用者

が理解しやすい映像を作成するには一定の完成度を保つこと

が必要だと気付きました。 

完成度を保つためには、利用者の生の声を聞く必要があると

考え、アンケートの実施や意見交換会を開催しました。 

この様にして得られた意見・回答を十分に活かした独自の 

サポートデスク字幕ルールを作成しました。 

 

 

サポポポポートトトトトトトデスククククク字幕幕幕ルルルルルルルールルルルルルルルルを作成しましたルを作成しましたル

この様にして得られた意見・回答を十分に活かした独自のこの様にして得られた意見・回答を十分に活かした独自のこの様にして得られた意見・回答を十分に活かした独自のこの様にして得られた意見・回答を十分に活かした独自の

 

☆行数・文字数☆ 

１行１５文字程度基本的に１、２行。 

☆「→」は続く☆ 

台詞が長い場合は「→」を使用して続くことを 

知らせる。 

☆「、」「。」☆ 

「、」は使用せずスペース（全角）を代用。 

文の終わりは「。」「！」「？」など必ずつけます。 

※ルールは一部ですので詳しくは本学のグッズ部門の作品をご覧下さい。 

サポートデスク 

 

サポートデスク字幕ルール 

次から作成する字幕映像教材は改正された 

「サポートデスク字幕ルール」を基に作成されます。 

字幕入り映像利用者 

聴覚障がい学生 

聴覚障がい支援団体 

字幕入り映像教材利用者の生の声 

 

 

 

アンケートの意見の一部 

後ろの席にも見やすい 

ように、字を大きめに、

また背景の色に合わせて

字の色を変えてほしい。 

字幕を付けることは簡単

ではないと思いますが、

とても感謝しています。

ありがとうございます。 

意見交換会の様子 

意見・要望は 

アンケート・意見交換会 

によって直接収集 

収集されたアンケート 

字幕入り映像の利用 

 

部門 No.４ 
 

札幌学院大学 サポートデスク 
 

字幕入り映像への 

意見・要望をスタッフが 

ルール化 

 

 
 問い合わせ先 

札幌学院大学 電子計算機センター 松本涼子 

〒069-8555 北海道江別市文京台１１番地  ℡011-386-8111(代表)   e-mail matumor@ims.sgu.ac.jp 
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サポートデスクの字幕サービスの実績 

 2008年前期字幕作業についての検証、タイピング訓練。 

 同年後期、字幕サービススタート。作業初期の3ヵ月で60本の字幕挿入を行う。 

 

 2009年 2月、第 1回意見交換会を開催。 

 同年２，３月朝日新聞、北海道新聞にサポートデスクの取り組みが掲載される。 

 同年5月雑誌、螢雪時代(09/6月号)にサポートデスクの活動が取り上げられる。 

 同年6月、第2回意見交換会を開催。 

字幕入り映像ができるまで 

サポートデスクの字幕

① メディア媒体(VHS、DVD

など)から映像をパソコン

に取り込みます。 

②取り込んだ映像の音声情報を 

字幕ルールに沿って字幕に変換 

します。 

③文章にしたデータを動画編集 

ソフトで編集し、映像に字幕を 

挿入していきます。 

④できあがった映像を

DVDに焼き直し、完成！ 

部門 No.４ 

 問い合わせ先 

札幌学院大学 電子計算機センター 松本涼子 

〒069-8555 北海道江別市文京台１１番地  ℡011-386-8111(代表)   e-mail matumor@ims.sgu.ac.jp 

 

 
札幌学院大学 サポートデスク 
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聴覚障害学生だけの苦労なんてもうイヤ！ 

「スライド・ビデオや文字通訳の字幕のどれかに注意を 

向けるため、もう一方の情報は見れない！」 

「両方のディスプレイに視線を何度も往復するから、目が 

すっごく疲れる！」 

「タイムラグがあるから、それぞれの内容はどういう関係が 

あるのか自分が考えないといけなくなるからまいっちゃうよ。」 

「長時間見るくらいなら、印刷した資料をもらったほうがまし。」 

「画面分割機」なら…と思ったけど、制約が多すぎて不便！ 

（例えば、分割しても画面が勝手に伸びてしまう、２分割・３分割と固定してて不便） 

＜使用した備品＞ 

①ディスプレイプロセッサ 

②ディスプレイプロセッサをコントロールするパソコン 

③ビデオ・スライド（パワーポイント）を操作するパソコン 

④文字通訳で訳出した字幕を表示するパソコン 

⑤③と④のパソコンの画像を表示するディスプレイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部門 No.③ 

宮城教育大学 しょうがい学生支援室

 問い合わせ先 

特別支援教育講座 聴覚・言語障害教育コース 准教授 松﨑 丈 

しょうがい学生支援室 聴覚障害専門部会委員 e-mail joemk@staff.miyakyo-u.ac.jp  

① 

③ ④ 
⑤ 

② 

↑ PPT スライド＆字幕のパタン 

↑スライド＆ビデオ＆字幕のパタン 

例えば、左図の 

ように自由に 

調整できる！ 

Ａさん 「前よりキョロキョロ視線が定まらな

い状態があまりなくて良かったです。」 

Ｂさん 「印刷資料を使わなくても安心して

見られたし、首もつかれなかった。」 

Ｃさん 「同時に見ることができた！」 

聴覚障害学生の声 

②の画面  

専門知識がなくてもコン

トロールパネルを使って

手軽に変更できる！ 
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部門 No.４ 

東北福祉大学 障がい学生サポートチーム テイク☆テイク 

現在、私たち学生が主体となって 

聴覚障がい学生の情報保障のために活動をしています 

 

テイク☆テイクは障がい学生支援室と 

連携しながら、活動をしています。 
 

 

 

☆2009 年度の新しい取り組み☆ 

 

 

 

 

 

映像作成 

ノートテイカー説明会・養成講習会用

に、聴覚障がい学生の生の声を

撮って伝える 

ノートテイカー用 

手引きの作成 

今年度初めて、テイク☆テイク

スタッフで作成 

 

 

 

 

 

 

テイク☆テイクスタッフ用 

マニュアルの作成 

後輩たちのために、今までやってきた

活動をまとめる 

コマーシャル作成 

テイカー募集のため、学生課前・学食

のモニターに流してもらう 

 

聞こえない学生に、教員の
話す内容や周囲の音声情報
（学生の発言やチャイムの
音など）を文字に書いて伝
えます。

ノートテイクの様子↓

真ん中が聞こえない学生、

両隣がノートテイカーです

 年二回、交流会を 

開催します。 

(食べたり飲んだり

ゲームしたり♪) 

 問い合わせ先 

東北福祉大学 障がい学生支援室 

連絡先 TEL：022-301-1291 FAX：022-301-1293 E-mail：support@tfu-mail.tfu.ac.jp 
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部門 No.② 

千葉大学ノートテイク会

 
千葉大学ノートテイク会は平成２１年度現在、利用学生

２学部から２名、ノートテイカー（以下：NTer）７学部（教

育・工・文・看護・法経・薬・理）と学外から約５０名で

構成されています。コーディネートは大学の非常勤職員が

担い、毎週 NTer 募集メールが回ります。 

利用学生１人に対し NTer 二人体制で手書き又はＰＣで

情報保障します。学生が主体となり、週に１度練習会を行

っています。千葉大学の情報保障がさらに向上していくよ

う、日々頑張っています。 

昨年度は利用学生４名に対し、NTer１０名という状況で

した。NTer 不足が大きな課題であり、解決のためにさまざ

まな PR 活動を行いました。その結果、今年度、多くの新

NTer が増えました。そこで、PR 活動の実践例・今年度充

実させている活動を紹介します。 

総合校舎の一部屋で活動しています。 

・非常勤コーディネーターが週 2～３日在室 

・話し合い、交流会、勉強会の場 

・参考の書籍、PC など備品の置き場 

・メンバーたちの団らんの場 

として使っています。 

 

 昼休みの風景 

＜前期＞      ＊PR 活動実践事例＊

講義「ノートテイク～情報保障を考える～」

4 月… 学部ガイダンスに参加 

    NT 説明会で新入生勧誘 

    通常のノートテイク活動 

5 月  定期的に練習会・話し合い・ 

6 月  交流会を実施 

7 月  NT 講義の担当とサポート 

    ☀夏季休業☀ 

＜後期＞ 

11 月…大学祭参加 PR 活動 

   （展示、ゲーム、ミニシネマ上映） 

12 月…学生団体の活動紹介イベント参加 

1 月   来年度の計画、反省 

2 月   １年間の活動のまとめ 

3 月…来年度のテキストづくりなど 

   卒業生を送る会 

＊前期を通して講義を会で担当し、ノートテイクと情報

保障について講義しました。 

＜概要＞ 

○聴覚障がいの理解と情報保障 

○ノートテイクの基本（手書き、PC） 

○聴覚障がいについて 

○手話通訳、要約筆記について 

○情報保障、福祉について 

○情報保障の技術、他大学のようす 

についてゲスト講師も招き、理解しました。 

受講生にノートテイクを体験してもらい、会の活動に

ついても PR しました。これをきっかけに入会したメン

バーもいます！ 

・NT についての説明 
・お互いの自己紹介を NT 
・聴覚障害者体験 
（音楽の流れたヘッドフォンを付け

て周りの音が聞こえないようにし、

NT を利用する体験） 
・会話の NT 

問い合わせ先  国立大学法人 千葉大学：〒263-8522 千葉県千葉市稲毛区弥生町 1-33 
千葉大学ノートテイク会 HP http：//ntkai.skr.jp/ 

ノートテイク会メール   info@ntkai.skr.jp 

・ＩＰトーク体験、 
・専門分野の NT 等… 

◎今後の取り組み◎ 

・大学に働きかけ、ノートテイクの仕組みを充実。

・ノートテイク方法の意見交換をする場を設ける。

・ノートテイカー同士の親睦を深める。 

・講義に関する情報交換を定期的に行う。 

・授業を行う教授、他の学生に情報保障について知

ってもらう機会をつくる。 

・ノートテイカーの声を届ける場を設ける。 

・より質の高い情報提供をめざす。 
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部門 No.3 

群馬大学：iPhone を用いた情報保障の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問い合わせ先 

群馬大学教育学部障害児教育専攻 森田貴之 （taka2009morita@yahoo.co.jp） 

群馬大学教育学部        金澤貴之 （kanazawa@edu.gunma-u.ac.jp） 

群馬大学障害学生支援室          （a dis-support@ml.gunma-u.ac.jp）_  

 

 

・字幕呈示と音声通話が同時に可能。 

・遠隔地先での機材の設置が不要。 

・移動しながらでも使用可能。 

なぜ iPhone なのか？  

・教室に PC を設置するスペースがない。 

・移動が多い（体育など）。 

こんな場面で使う！

・外での課外授業。 

事例１ 動きを伴う実技の講義（体育館）での実践 

・講義の内容を IPtalk が入っているＰＣで連係入力し、無線ＬＡＮを

通して IPtalkBroadCaster（ITBC）で聴覚障害学生が持っている

iPhone に字幕を送信した（写真１）。 

・ＦＭトランシーバー（パナガイド{写真２}）には受信機、送信機があ

り、送信機にはピンマイクが付いている。その送信機を教員に渡し装

着してもらい（写真３）、受信機は支援者の所に置き受信された音声

を骨伝導ヘッドフォンで聴き取る。骨伝導ヘッドフォンを耳に近いと

ころに当てマイクが拾った教員の声を聞き取り、耳で直接学生の声を

聞き取る（写真４）。 

先生 

聴覚障害学生 

支援者 

パナガイド（送信機） 

パナガイド（受信機） 

字幕情報 

音声情報 

IＴBＣ 

無線ＬＡＮ 

iPhone  

 

 

事例２ 特別支援学校教育実習での実践 

・教室が非常に狭く PC を置くスペースがないため、図２のように字幕

作成のための別の教室を設けた。 

・先生が Bluetooth マイクを装着し、聴覚障害学生が持つ iPhone の通

話機能を利用してＰＣテイカーがいる教室にある iPhone に音声を送

る方法を取り入れた（写真５）。音声情報をスピーカーで聞き取り、

IPtalk が入っているＰＣで連係入力し字幕を打ち込む（写真６)。 

・その字幕情報をソフトバンクのネットワークを通して ITBC で聴覚障

害学生が持つ iPhone に送信する（写真７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

スピーカー 

iPhone 

iPhone 

聴覚障害学生 

先生 

Blueetooth 

音声情報 

字幕情報 

ITBC／IIS ネットワーク 

支援者

図１．アイフォンを用いた PC テイク 

写真１ 写真３ 

写真４ 

写真２ 

IIS…インターネット・インフォメーション・サービス 

図２．アイフォンを用いた PC テイク（ソフトバンクネットワーク） 

写真６ 写真７写真５

・実技の活動中でも字幕情報を自分の見たいときに見ることができ、通

常のＰＣテイクと同様の情報量、正確性を確保した情報保障が可能にな

った。 

・聴覚障害学生に情報を送るのに時間を要してしまうため、聴覚障害学

生は活動内容を把握できていない状態のまま活動に入ることが多く主

体的に参加することが難しかった。 

結果 結果 

・ソフトバンクのネットワークを利用することで安定して字幕情報を送

信することができた。 

・今までの情報保障では難しかった先生の声や子どもとのやりとりなど

の細かい部分も字幕にして表示できるなど観察場面では有効であった。

・自分が指導する場面では、字幕情報を受け取るまでに時間を要してし

まうため、主体的に動くには難しかった。 

＜まとめ＞ 
どちらの方法もタイムラグが生じてしまうため、字幕情報を得るのに時間を要してしまい、聴覚障害学生が主体的に動くことが要求さ

れる場面ではこの方法を用いても限界があることがわかった。しかし今までは手書きテイクでしか対応できなかった場面でも、iPhone を

用いることで通常の PC テイクと同様の情報量、正確性を確保した情報保障が可能になったことは、聴覚障害学生にとって有益なことであ

ると考える。 
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部門 No.➂ 

日本工業大学
 

 
IPtalk を利用したチャット形式による情報保障 

本研究の一部は、平成１９年度科研費補助金（基盤研究（Ｃ）19500819）に基づき実施した、 

 問い合わせ先 

日本工業大学  工学部 情報工学科 磯野春雄 

MAIL : isono@nit.ac.jp 
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部門 No.③ 

湘南工科大学

データ通信カードによる遠隔情報保障システムの紹介 
本学では、データ通信カードによる遠隔情報保障システムの開発に取り組んでいます。このシステムでは、パ
ソコン通訳の利用者と入力者の双方が同一空間になくとも情報保障を実現することができます。 
 今回の発表では、スカイプを介してＡ大学からＢ大学に講義の音声を送り、Ｂ大学で通訳された文字情報をＡ
大学に送り返す等の構成で行った情報保障の実践事例を紹介します。システムの特徴としては、インターネット
環境さえ確保できれば入力者や利用者がどこにいても活用可能であること、接続設定が容易であること、スカイ
プのビデオチャット機能を使って講義前後のコミュニケーションを図ることができること等が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題 
・ 遠隔地においても入力者が現場の状況を把握することが容易なしくみの創出（映像の送信、遠隔地間にある入力者

同士の円滑な意思疎通手段の確保等） 
・ ネットワークの不安定さの克服 
・ テクニカルサポートの運用方法の確立 
・ 入力者の派遣・コーディネートに関わる運用方法の確立

協力 日本遠隔コミュニケーション支援協会 

整備した機器一覧 

システム構成図（a）(b) 

 問い合わせ先 

                        Email gp2008@center.shonan-it.ac.jp 

                        TEL/FAX 0466-30-0170 

湘南工科大学教育 GP 事務局 二階堂祐子 連絡先 〒251-8511 神奈川県藤沢市辻堂西海岸 1-1-25 
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取り組みの内容について、写真や画像なども盛り込みながら自由に記載し 

 

 
 
 

 

 

学生数 

 

約９００人 

 

聴覚障害学生 

 

２人 

<はじめに> 

この報告における保障体制は２００９年度前期までのものである。ま

た、文中にあるプロジェクト支援室は２００９年１０月から日本学生支

援機構の助成によって、プロのコーディネーターが大学に設置され、大

学主体で聴覚障害学生支援が行われることになったものである。助成に

は期限もあり、終了後も大学と協働で継続した支援が行えるよう体制を

作っていく必要がある。そこで、大学との協働を目的とした支援室チー

ム（２００９年６月２６日結成）の活動を中心に本報告をまとめた。 

 

 

運営スタッフ 

支援サポーター 

 

２６人 

１００人 

大学の特徴 １学部２学科・福祉の単科大学 

運営主体 障がい学生支援組織ＣＳＳＯ 

ＣＳＳＯ 

障がいのある学生も障害のない学生と

同じように、学生生活を送れるように

ともに必要な支援を考え、提供する。

（２００５年６月活動開始） 

提供している 

サービス 

・ノートテイク 

・パソコンテイク 

・ビデオの文字起こし 

（車イス、視覚障がい学生にもニーズ

に対応した支援を検討していく） 

謝礼金 １コマ/５００円 （個人負担） 

支援要請のあ

った講義の支

援率 

９０％前後 

組
織
図 

           学生自治会

　　　コーディネーター
代表 　　　ビデオ起こし班

　　　講習会班
副代表 　　　会計班

　　　自治会連絡担当
　　　サークル協議会連絡担当

   ノートテイク
   パソコンテイク
   ビデオの文字起こし

学園祭実行委員 学術実践団体 サークル協議会

障がい学生支援組織
CSSO

スタッフ
（運営者）

サポーター
（支援者）

サークル
サークルサークル

支援室
チーム

現在行っている活動 

 

・支援室チーム（他大学支援室見学、フォーラム等参加）

・大学との話し合い（月１回） 

・スタッフ業務のマニュアル化 

・学生課とのプロ講習会の共同開催（年２回） 

・プロジェクト支援室との協働体制模索 

 

これからの課題 

・障がい学生支援においてプロジェクト支援室とＣＳＳ

Ｏとの関わりを明確にしていく。 

・障がい学生のスタッフ活動への参加を活かし、心のバ

リアフリーを進めていく。（志縁構築） 

・安定し、継続した支援を行えるようマニュアル化、ル

ール統一など質の保持・向上に努める。 

・プロジェクト支援室と日本社会事業大学全体のバリア

フリー化を目指す。 

部門 No.② 

学生主体から大学との協働へ 

日本社会事業大学 障がい学生支援組織ＣＳＳＯ 

学生主体の講義保障体制 大学と協働に向けて 

 障がい学生支援組織ＣＳＳＯ 

（Challenged Students Support Organization） 

〒２０４－８５５５ 

東京都清瀬市竹丘３丁目１番３０号 
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    ☆新入生オリエンテーション 

   学内の皆に興味を持ってもらうの 

  はもちろん、別世界体験（日頃の生活

 をいつもと違う視点で体験する）など、

 単なる宣伝に終わらない工夫をした。サ

ポートなどの取り組みが、「特別」ではなく、

日常的な光景になるための、きっかけづく

り。サポーターの募集とともに、バリ 

アフリーの浸透を目的とする。 

部門 No.2 

フェリス女学院大学・バリアフリー推進室

 ☆手話 

☆ノートテイク講習会 

【学生講師】 

・タイミング、ニーズが掴みやすい。 

・対応がしやすい、されやすい。 

・教える立場に立つことで、自らの成長にもつ

ながる。 

→peer education & support. 

【外部講師】 

・学生講師では補いきれない専門知識やマナ 

ーを学べる。 

・テイクのスタイルや、障害への見方。 

・peer education ＆ support の 

強化。より厚く強い体制に。 

    ☆セクション 

2009 年度の推進室は、スタッフの中でも 

中心になって皆を動かすコアスタッフを設 

  け、更にスタッフの育成を特に受け持つ 

   セクションを作った。スタッフ育成 

    セクションが存在することで、常に 

 学生自身が日ごろの活動においての 

   課題や問題点やニーズを意識でき、

    発見できる。そしてセクショ 

  ンを中心に動き、形に 

     していく。 

 

 ☆スクリーン 

キリスト教講演会や卒業式 

など人が多く集まる場で、ス 

クリーンを用いた情報保障を 

することで、活動する場を設 

  けること、活動を知って 

  もらう機会をつくる。 

☆マニュアル 

自分たちのニーズに合

ったものを自分たちで

作成。学生ならではの

実用性のあるつくりに

している。 

  ☆データ 

  コーディネートしやすくする 

 ために、スタッフの情報（レベル、 

サポート経験、履修科目など）を管理 

し、それとあわせて授業データ（講義形 

態、教室環境、教室の特徴と利用学生の 

 ニーズなど）も作成し、よりよいマッチ 

  ングを可能にしている。これを学生が作 

      ることで、学生コーディネーターの 

            育成にもつながる。 

授業でのサポートだけでなく、コミ 

ュニケーションの手段としての手 

話を、もっと広めたいという声から、

企画し実施。手話講座を開くことに 

よって、スキルアップと同時に、手 

  話に興味を持った人が、サポー 

   トにかかわるきっかけとな 

   る。 

All for All 
1 人が誰かのために、誰かが１人のためにではなく、それぞれの人が

感じるバリアをとるために、皆で活躍をする。 

押し付けてやらされているのではなく、自分たちで必要だと思って動

く！日ごろの活動や周りの様子を見て、自分たちで課題やニーズを見つ

け、それを解決したり、実現するために動き、自分たちで形にする。 

私達の取り組みは、学生主体、学生目標を基本に行われています。 
 

 問い合わせ先 

フェリス女学院大学バリアフリー推進室 

コーディネーター 後藤吉彦  TEL 045-812-8315 / E-mail goto@ferris.ac.jp  
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部門 No.４ 

フェリス女学院大学・バリアフリー推進室 
 

 問い合わせ先 

フェリス女学院大学バリアフリー推進室 

コーディネーター 後藤吉彦  TEL 045-812-8315 / E-mail goto@ferris.ac.jp  

 

All for All 

1人が誰かのために、誰かが１人のためにではなく、 

それぞれの人が感じるバリアをとるために、皆で活躍をする。 

私達は ALL for ALLの考えのもと、 

以下の４つの目的をもってイベントや企画を行っています。 

 

目的① 

バリスタ(バリアフリー推進室スタッフ)以外の学生にも、 

バリアフリーは特別なことではないということを知ってもらうため。 

目的② 

バリスタ全員が活動に参加しやすくするためのきっかけの場を作るため。 

目的③ 

皆で１つのものを作ることで 

チーム・バリスタの絆を深めるため。 

目的④ 

利用学生(障害学生)のニーズを、 

同じ学生という立場である 

支援学生が引き出すため。 

 

同じ学生という立場である

支援学生が引き出すため。

 

まとめの会 

学期の振り返りをすること

で、皆が同じ情報を共有す

る。色んなことを気づけるき

っかけを提供するための交

流企画。スタッフのモチベー

ションの維持・向上。 

 
 

オリエンテーション 

バリアフリーを知ってもらう

ために、体験者の声や、障が

いだけではない身近なバリア

(怪我や病気など)の紹介をす

るだけではなく、別世界体験

をすることで参加型のオリエ

ンテーションに。 

 

 

大学祭 

フェリスから社会へ ALL 

for ALL を拡大する機会。

福祉体験会、活動展示・ス

タンプラリーなど。 

 

オリエンテーション

バリアフリーを知ってもらう

ために、体験者の声や、障が

いだけではない身近なバリア  

マップ・点字テプラ(キャンパスを

点字で埋め尽くせ！プロジェクト) 

一つのものを一緒につくることで、

交流を深めるバリアフリーを知って

もらえると同時に自分達の理解を深

められる。音声情報以外でも、情報

が得られるようになる。 
 

 

 

福祉体験会、活動展示・ス

タンプラリーなど。

 

MTG 

学生発信の企画が生ま

れる場所。週１回皆が

集まって素直な意見を

ぶつけ合える大事な時

間。 

 

バリスタ全員が活動に参加しやすくするためのきっかけの場を作るため。

ま

学期の振り返りをすること

で、皆が同じ情報を共有す 

他大との交流 

相手に自分達の活動を伝

え、自分達の活動を見直

す。また、相手の良い所を

吸収し、新たな視点を知る

ことで自分達の活動の発

展につなげる。 

 

 

講演会・ワークショップ 

一連のイベントをするにあ

たって、一番基礎となる、バ

リアフリーとは何か、や、障

がいとは何かを考える必要

があるという声が学生から

あがり、企画している。 

 

 

講演会・ワークショップ

一連のイベントをするにあ

たって、一番基礎となる、バ

リアフリーとは何か、や、障

がいとは何かを考える必要

があるという声が学生から

あがり、企画している。あがり、企画している。
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部門 No.４ 

愛 知 教 育 大 学 
情報保障支援学生団体「てくてく」による 

学外機関の支援活動 
 

（教員）岩田吉生・高橋岳之， 情報保障学生団体「てくてく」（学生代表）竹本英典・学生一同． 

 

○情報保障学生団体「てくてく」の活動 ○「てくてく」の学外機関の支援活動 

（１）愛知淑徳大学  現在、愛知教育大学の聴覚障がい学生の情報保障

支援活動は、PC ノートテイク、ノートテイク、手話

通訳によって行われているが、その大部分は情報保

障団体「てくてく」の学生たちが役割を担っている。

PEPNet-Japan の東海地区の連携大学である本学

は、地域の他機関より聴覚障がい学生支援に関する

研修会等を求められることがあるが、その際には、

障害学生支援に携わる教員とともに、「てくてく」所

属の学生たちと出かけている。研修会等に、学生た

ちが講師として参加したり、PC ノートテイクのデモ

を提示したり、他機関の教職員や学生たちと交流す

る中で、聴覚障がい学生支援に対する学生の意識が

高まり、本学の活動の発展に繋がっている。また、

学生の中には聴覚障がい学生２名も所属し、この「て

くてく」の活動に積極的に参加する中で、他機関の

現状を理解した上で、本学の活動を客観的に評価し

たり、今後の活動を見直す視点を得ていること等が

述べられ、当事者の学生のエンパワメントを向上さ

せる貴重な機会となっている。 

－情報保障学生交流会 （H20.12.10.） 

＜内容＞・IPtalk の概要（本学教員） 

・愛知教育大学での現状（本学教員） 

・聴覚障がい学生の報告（本学学生） 

・IPtalk の説明とデモ（本学学生） 

・学生と教職員の交流 

 
○「てくてく」の学内活動 （２）中京女子大学 

（１） 構成員；愛知教育大学・学部生・７１名 －情報保障研修会 （H21.4.6.） 

支援登録学年：１年２３名、２年１１名、 ＜内容＞・愛知教育大学での現状（本学教員） 

３年２０名、４年１７名 ・聴覚障がい学生の報告（本学学生） 

→ 聴覚障がい学生：２名（１年１名、３年１名） ・IPtalk の説明とデモ（本学学生） 

（３）東海地区聴覚障がい学生高等教育支援 → 実働スタッフ：１年１６名、２年６名 

          ３年１４名、４年１１名 連絡会 －運営委員スタッフ（H21.6.14.） 

（２）活動実績； 週２２コマ（支援の併用有） ＜内容＞・運営委員に「てくてく」代表学生が参

加した。 →PC ノートテイク２１コマ、ノートテイク１コマ 

（この他、学外より手話通訳者派遣） ・連絡会当日のPCノートテイク担当 等 

（３）その他； 週２日・昼休みに連絡会開催。 （４）愛知県立岡崎聾学校高等部 

    －大学の情報保障説明会（H21.8.24.） 他に、障害児教育講座と情報教育講座の教員、教務

課職員とともに、「支援学生の募集」「情報保障説明

会」「理解・啓発リーフレットの作成」「教員対象の

支援マニュアルの作成」「PC ノートテイク研修会」

等を開催している。 

＜内容＞・大学の情報保障の概要（本学学生） 

・聴覚障がい学生の報告（本学学生） 

・IPtalk の説明とデモ（本学学生） 

・聾学校生徒と学生との交流 

  

 

  問い合わせ先 

 愛知教育大学 障害児教育講座 岩田 吉生（yiwata@auecc.aichi-edu.ac.jp） 

         情報教育講座 髙橋 岳之（take@auecc.aichi-edu.ac.jp） 

  「情報保障支援学生団体てくてく」代表（tekuteku@t.ics.aichi-edu.ac.jp） 
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佛教大学では、学生課事務所内のわずかなスペースに障がい学生修学支援専用の窓口を設置しています。 

現在、利用学生 6名に対し、支援学生 65 名が支援活動をおこなっています!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

                                            

部門 No.① 

佛教大学

 事務所レイアウト
ノートテイク 

受付カウンター 

 
                           

 

 

 

                       

【テイクファイルの中身】 

・佛教大学 ゆび文字表 

・名札ストラップ 

・ルーズリーフ 

・ペン 

・ノートテイカー養成講座テキスト 
 （日本学生支援機構 近畿支部京都事務所発行） 

・アルバイト時間精算書 

 

  より良い支援活動となるよう日々改善し、楽しみながら学びの保障をおこなっています。 

 問い合わせ先 

佛教大学 学生部学生課  TEL：075-491-2141(代表) FAX：075-493-9044  

e-mail sss@bukkyo-u.ac.jp 

支援学生別の棚を設け、テイクファイルや

資料などを保存しています。 

また、名札には、支援報酬に関する印 

●税率適用あり●税率適用なし や名札を

逆にして、現在支援活動休止であるなど円

滑な運営・管理ができるようにしています。

授業時間ごとに棚を設け、テイク 

ファイルを取りやすくしています。

ペン類（ゲルインクペン,サインペン,蛍光ペン等）や

付箋等は必要に応じ、各自が持ち出しできるようにし

ています。ときには、お菓子などを入れておいてお楽

しみＢＯＸとしています v(^^)v 

佛大オリジナル 

テイクファイル 
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部門 No.５ 

愛媛大学 CBP・バリアフリー推進室

 

 問い合わせ先 

愛媛大学 教育学生支援部 バリアフリー推進室：太田琢磨・村上沙耶佳 

Tel：089-927-8114 FAX：089-927-9171 E-mail：bfree@stu.ehime-u.ac.jp 
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PR・啓発グッズ部門 応募団体紹介

フェリス女学院大学
バリアフリー推進室

札幌学院大学
バリアフリー委員会

千葉大学
ノートテイク会

札幌学院大学
電子計算機センター

◇手話講座オリジナルテキスト

◇ノートテイク講習オリジナルテキスト

◇活動紹介ポスター

◇スタッフジャンパー 等

◇ノートテイクの手引き

◇学生募集ポスター

◇学生募集看板

◇オリジナルTシャツ 等

◇字幕挿入マニュアル ◇パソコンテイカー養成テキスト

＜問い合わせ先＞サポートデスク

matumor@ims.sgu.ac.jp

＜問い合わせ先＞バリアフリー推進室

goto@ferris.ac.jp

＜問い合わせ先＞ノートテイク会

info@ntkai.skr.jp

＜問い合わせ先＞バリアフリー委員会

sgu_bfc@sgu.ac.jp

早稲田大学 障がい学生支援室

◇障がい学生支援室紹介リーフレット

◇支援マニュアル【支援者用】

◇サービス利用マニュアル

～聴覚障がい学生用～

◇学生向け啓発パンフレット
「しってもらいたいことまとめました」

◇IPtalkを利用したパソコンテイク・
パソコン通訳（ノートテイク既習者用）

◇ノートテイク講座テキスト（事前学習用）

◇ノートテイク講座パワーポイント資料

◇教員ガイド

◇教員ガイド（英語版）

＜問い合わせ先＞

障がい学生支援室 shienshitsu@list.waseda.jp
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日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）事務局 

 〒305-8520 茨城県つくば市天久保 4-3-15 

           筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター 

                           

※本事業は、文部科学省特別教育研究経費による 

拠点形成プロジェクト（筑波技術大学）の活動の一部です。 
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